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グラフで見るタイ経済 2020 年５月号（Ｎｏ．１３１） 

タイ景気は弱含みの動きが目立っている。新型コロナウイルスの感染拡大を背景に、タイ政府が３月に外国人

の入国禁止や商業施設の閉鎖といった感染拡大防止策を実施したことが響いた。家計部門をみると、３月の個人

消費指数は前月比-４．８％と大幅に下落した。内訳をみると、外国人観光客消費が２０１０年８月以来の低水準

を記録し、耐久財消費も減少した。企業部門に関しても、同月の鉱工業生産指数が前月比-４．６％と大幅に落ち

込み、主力産業である自動車の生産台数も前年比-２６．２％と２０１４年８月以来の大幅な減産となった。 

【足元の景気判断】 

指標 景気全般      輸出       民間投資       個人消費     鉱工業生産     企業景況感   

判断

結果 

 

（注）矢印は概ね３か月前との比較。青の矢印は改善を、赤の矢印は悪化を、白の矢印は横ばいを表している。 

（出所）タイ中央銀行、タイ国家経済社会開発委員会（ＮＥＳＤＢ）、ブルームバーグ 
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グラフで見るタイ経済 2020 年５月号 

（出所）タイ工業省、タイ中央銀行、タイ国家統計局、タイ工業連盟（ＦＴＩ） 
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